
●事業内容
▷母子健康手帳交付や乳幼児健診に関すること
▷マタニティセミナーや赤ちゃんサロン、離乳食
教室、親子教室など
▷妊産婦の産前産後の
体や心に関する相談
▷乳幼児の発育や発達、
栄養、健康に関する相談
▷不妊治療費助成に関す
ること

　子育てには不安や悩みがつきものです。「かわいい」
という気持ちだけでは乗り越えられないこともありま
す。何でも気軽に相談してください。

子育て世帯をとりまく環境
　近年、少子化や人との結びつきが薄れつつある社会
環境の中で、身近に相談する相手がいない、子育ての
仕方がわからないといった理由から育児に対する不安
や負担感、孤立感を覚える親が増えています。また、
出産後はホルモンバランスの変化により精神的に不安
定になりやすく、出産した女性の 10 人中 1 人に産後
うつの症状が現れると言われ、育児不安やストレスが
そのリスクを高めるとも言われています。

あなたの子育てを応援します
　これらの課題を踏まえ、４月から市子育て支援課は
現在ある３つの係（相談係は「こども相談係」に係名

を変更）に母子包括支援係を加えた４つの係とし、新
たに「子育て世代包括支援センター」と「子ども家庭
総合拠点」の機能を備えて専門職を配置するなど体制
を拡充。「柳川市子育てサポートセンター」（通称）と
して妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援に
取り組んでいきます。
■子育て世代包括支援センター（母子包括支援係）とは
　子育て世代包括支援センターでは、予防的な観点か
ら全ての妊産婦や乳幼児、その家庭などを対象に情報
提供や相談対応、支援などを行います。
■子ども家庭総合拠点（こども相談係）とは
　小学生から 18 歳までのお子さんや若年の妊産婦、
養育支援を必要とする家庭などについて、関係機関と
連携して包括的、継続的な支援を行います。

【問】市子育てサポートセンター（柳川庁舎 1 階子育
て支援課☎ 77・8521）

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援に取り組みます
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●事業内容
▷保育所や幼稚園、認定こども園などへの入所
相談、入所決定、保育料の算定など
▷つどいの広場など地
域子育て支援拠点事業
に関すること
▷学童保育所に関する
こと
▷子ども・子育て会議
に関すること

■ 4 つの係の概要

子育て支援係（☎77・8523） ●任期（共通）　委嘱の日から 2 年
●報酬（共通）　会議 1 回につき 4000 円
●応募方法（共通）　4 月 28 日（火）までに、市役所
各庁舎やコミュニティセンターにある応募用紙に記入
し申し込んでください。電子メールでも応募できます。
●応募資格（共通）　①市内に居住または通勤、通学
している満 18 ～ 60 歳の人②平日の昼間に開催する会
議に参加できる人③市の審議会などで現在 2 つ以上の
委員をしていない人
総合計画審議会委員
　総合計画の事業の進

しんちょく

捗確認や効果などを審議する委
員を募集します。

●募集人数　女性 3 人
●会議　今年度は 4 回程度を予定（1 回 2 時間程度）
行財政改革推進委員
　時代に合った業務の見直しや市民と共に考えるまち
づくりの進め方、持続可能な財政運営、職員の能力向
上などの効率的な行政運営を目指す行財政改革大綱に
ついて、進捗の確認や市民の視点に立った意見を交わ
す委員を募集します。
●募集人数　2 人程度
●会議　今年度は 6 回程度を予定（1 回 2 時間程度）

【申】市企画課総合戦略推進係（☎ 77・8179、ＦＡＸ 74・
5520、電子メール kikaku@city.yanagawa.lg.jp）

総合計画審議会委員と行財政改革推進委員を募集します

●事業内容
▷ 18 歳までのお子さんや子育てに関する心配
ごと相談
▷養育支援の必要な家庭へ、助産師や保育士が
訪問
▷児童虐待相談、要保護児童を含む家庭への支援
▷離婚や DV などに関する相談
▷母子生活支援施設に関する相談
▷里親制度の促進
※全て秘密は厳守されます。

こども相談係（☎77・8524）

●事業内容
▷児童手当や児童扶養手当、特別児童扶養手当
に関する事業
▷子育て短期支援事業（ショートステイ事業、
トワイライトステイ事業など）
▷多胎児の育児などを支援するエンゼルサポー
ター事業
▷給付金や貸付金の相談などのひとり親家庭の
支援事業

児童家庭係（☎77・8522）

母子包括支援係（☎77・8170）
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ふるさとづくり

ひとづくり

しごとづくり

歴史的な文化遺産でもある掘割など「ふるさと」の歴史
や文化、風土に誇りや愛着を持つことで郷土愛を育む

若い世代が柳川で子どもを産み育てる環境を充実させる
ことで、健やかな「ひと」を育む

市民はもちろん市外の人も住みたいと思える「まち」にす
るため、水郷柳川の風情や快適さを感じる生活環境を整備

「しごと」の安定や柳川の特徴を生かした地域資源や産物
を磨き、産業の活性化を図ることで雇用やお金を生み出す

■総合計画の概要


